
 

 
 

2026 年 5月 24 日～5 月 30 日 
 

今週の聖書箇所（QT） 
 

（QT=Quiet Time：デボーション静かに聖書を黙想する時間) 

 
 

KBC ビジョン 「主を知る」 
        

2026 年テーマ「はじめの愛」 
 

5 月―栄光の主 

 

  

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――         
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

―――――――――――――――――――――――― 

●〇  5 月 24 日 日曜日   〇●  

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

□■■□ 希望・感謝礼拝 □■■ 

――――――――――――――――――――――――      

ローマ 15 章 13 節 

 希望の源である神が、 

信仰によって得られるあらゆる喜びと平和とで 

あなたがたを満たし、 

聖霊の力によって 

希望に満ちあふれさせてくださるように。 
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―――――――――――――――――――――――― 

●〇  5 月 25 日 月曜日   〇●  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           詩編 104 篇 1～2a 節 

       1 わたしの魂よ、主をたたえよ。 

主よ、わたしの神よ、あなたは大いなる方。 

栄えと輝きをまとい 

2 光を衣として身を被っておられる。 

 

―感謝のいのり― 

 

今週も最高な一週間となることを感謝します。 

 

 

―自由ＭＥＭＯー 
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―感謝のいのり― 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――         

●〇  5 月 26 日火曜日  〇●  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩篇 104 篇 2ｂ～4 節 

 ２ 天を幕のように張り、 

３天上の宮の梁（はり）を水の中にわたされた。 

雲を御自分のための車とし。風の翼に乗って行き巡り 

 4 さまざまな風を伝令とし 

燃える火を御もとに仕えさせられる。 
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――――――――――――――――――――――――        

●〇  5 月 27 日 水曜日   〇● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         詩編 104 篇 10～12 節 

 10 主は泉を湧き上がらせて川とし 

山々の間を流れさせられた。 

 11 野の獣はその水を飲み、野ろばの渇きも潤される。 

12 水のほとりに空の鳥は住み着き 

草木の中から声をあげる。 

―感謝のいのり― 
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――――――――――――――――――――――――        

●〇  5 月 28 日 木曜日   〇● 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―感謝のいのり― 

  

 

 

 

 

詩篇 10４篇 13～14 節 

 13 主は天上の宮から山々に水を注ぎ 

御業の実りをもって地を満たされる。 

 14 家畜のためには牧草を茂らせ 

地から糧を引き出そうと働く人間のために 

さまざまな草木を生えさせられる。 
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―――――――――――――――――――――――――――         

●〇  5 月 29 日 金曜日  〇● 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―感謝のこころ― 

 

 

 

 

 

 

詩篇 104 篇 33～34 節 

 33 命ある限り、わたしは主に向かって歌い 

長らえる限り、わたしの神にほめ歌をうたおう。 

 34 どうか、わたしの歌が御心にかなうように。 

わたしは主によって喜び祝う。 
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―――――――――――――――――――――――― 

●〇   5 月 30 日 土曜日  〇●                 

 
 

 

 

            

―信仰・希望・愛― 

 

 

 

明日の日曜礼拝の執り成しの祈り

もささげましょう。 

 

  Ｉｎ Ｃｈｒｉｓｔ 

Ⅰコリント 1 章３０～31 節 

 30 神によってあなたがたはキリスト・イエスに結ばれ、 

このキリストは、わたしたちにとって神の知恵となり、 

義と聖と贖いとなられたのです。 

 31 「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおりになるためです。 


